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校長　澤村　幸夫
和邇小学校後援会・同窓会の皆様には、長年に

わたり本校教育の推進に対しましてご支援をいただ
き、誠にありがとうございます。昨年度は、創立１５０
周年の記念事業を、地域の皆様が実行委員会を組
織され、立派に実行していただきました。本当にあり
がとうございました。地域の皆様の和邇小学校の子
どもたちへの愛情がいかに深いものかを改めて感じ
させていただきました。「和邇の子どもは和邇の住人
で守り、育てる」という崇高な理念のもと、子どもたち
を物心両面で力強く支えて頂いておりますことに感謝
申し上げます。地域の皆様の温かいご支援に応え、
実りある教育活動を実践していく責任の重さを痛感し
ております。
さて本校の学校教育目標は、「和邇を愛し、心豊
かに友とつながり、学び合う」です。子どもたちが、
予測困難な未来をたくましく幸せに生きていく力を育
むため、デジタルの時代においても、実体験を大切に
し、周囲と協働しながら学び続けることができるよう、
教育実践に取り組んで参りたいと思います。　
この自然や歴史・文化があふれる和邇の里で、
地域の皆様に支えていただきながら、未来の宝であ
る子どもたちの健やかな成長を願い、日々 精進して参
ります。
今後とも、和邇小学校のために、引き続き温かい

ご支援、ご後援を賜りますようお願い申し上げます。

和邇小学校後援会・同窓会　会長  畑　尚登
盛夏の候、和邇小学校後援会・同窓会会員の皆様、地域の皆様には、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素

は、本会の運営にご支援ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年度は、和邇小学校創立１５０周年記念事業を後援会・同窓会の積立金を活用し実施させていただきました。

記念誌の発行や記念植樹、歴史写真展、記念式典の開催など多くの事業に取り組ませていただきました。特に、平和堂和邇
店のギャラリー都千本で開催した歴史写真展では、多くの皆さんにご覧いただき、ミニ同窓会が開かれ当時を懐かしんでいた
だきました。和邇小学校の歴史を振り返ると、小学校に対する地域の熱い思いを感じます。戦後、新校舎建設の為に地域住
民が「一日十円貯金」を積立て、建設資金の一部としました。昭和４０年５月に近代的な新校舎が完成しました。現在の北校
舎です。子どもたちにより良い環境で学んでほしいという地域住民の願いが結実した校舎です。そうした教育に対する地域の
熱い思いは、後援会・同窓会に引き継がれ今に続いています。　
本年度も、多くの方に会員になっていただき、和邇小学校を支援していきたいと思います。末筆になりますが、会員の皆様、
地域の皆様のご多幸とご健勝を心よりお祈り申し上げます。

ＰＴＡ会長　大桐　將
向暑の候、皆様におかれましては、ますますご繁益のこと

とお慶び申し上げます。まず、はじめに和邇小学校後援会同
窓会の皆様のご熱心な支援に心から感謝申し上げます。
今年度和邇小PTA会長に就任しました大桐將です。長女
小学校生活の何か良い思い出になればという思いで仲間らと
共にPTA本部役員に立候補させて頂きました。
今年度和邇小PTAのスローガンは『PTA新時代へ～デキ

ルヒトガ・デキルトキニ・デキルコトヲ～』とさせて頂きました。
世間でも諸々言われていますよう、現在はPTAの在り方自体
を考え直す必要があると考えております。スローガンにも掲げ
たように、「デキルヒトガ・デキルトキニ・デキルコトヲ」を実現
するべく、例年以上に更なるスリム化を試みました。PTA加入
も任意となり、脱退されるご家庭も多いという現状です。本
部役員を避けるために脱退されるご家庭も多いと仄聞してい
ます。
PTA本部役員の敷居をさげ、和邇小PTAを持続可能なも
のにしたく、今年度はイベント実施を最小限にしました。立候
補しているのにイベントの削減なの？等のご意見も十分に理
解できます。ただ、周囲の学校や前年と同じようにやらなけれ
ばいけないという固定観念に捉われず、ルールに縛られない
柔軟なPTA活動ならびにPTA組織の多様化について考えて
いく一助になればと思っております。
この機会により良い学校環境、PTAとなるよう素晴らしい
仲間と共に任務を遂行したく思います。和邇小学校後援会同
窓会皆様からのご指導ご協力の程、宜しくお願い致します。

和邇小学校

『創立１５０周年を終えて』

『PTA新時代へ』『和邇を愛し、心豊かに
　　　　友とつながり、学び合う』　　　　
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第 一 条  本 会 は 和 邇 小 学 校 後 援 会 ・ 同 窓 会 と 称 す る 。

第 二 条  本 会 は 事 務 所 を 和 邇 小 学 校 内 に お く 。

第 三 条  本 会 は 和 邇 小 学 校 同 窓 生 並 び に 本 会 の 趣 旨 に 賛 同 す

る 者 を 以 て 組 織 す る 。

第 四 条  本 会 は 縁 故 あ る も の を 推 し て 客 員 と す る 。

　 　 　 　 （ 本 校 に 勤 務 し た 職 員 ）

第 五 条  本 会 は 特 に 功 労 あ る も の を 名 誉 会 員 に 推 薦 す る こ と

が で き る 。 （ 当 時 の 会 長 ）

第 六 条  本 会 は 会 員 相 互 の 交 誼 を 親 密 に し 、 教 育 上 の 裨 益 を

図 る を 以 て 目 的 と す る 。

第 七 条  本 会 は 前 条 の 目 的 を 達 成 す る た め 左 の 事 業 を 行 う 。

  一 、 講 演 会 、 懇 談 会

  二 、 会 員 の 親 睦

  三 、 会 報 の 発 行

  四 、 母 校 の 後 援

  五 、 そ の 他 必 要 と 認 め る 事 業

第 八 条  本 会 に 左 の 役 員 を お く 。 但 し 役 員 の 任 期 は 一 か 年 と

し 、 再 選 を さ ま た げ な い 。

  一 、 会 長 一 名  一 、 副 会 長 二 名

  一 、 幹 事 二 名  一 、 支 部 長 若 干 名

  一 、 委 員 若 干 名  一 、 会 計 監 査 二 名

第 九 条  本 会 は 和 邇 小 学 校 長 を 名 誉 会 長 に 推 薦 す る 。

第 十 条  本 会 の 役 員 の 選 出 は 次 の 通 り と す る 。

  一 、 会 長 は 役 員 会 で 推 薦 す る 。

  二 、 副 会 長 は 和 邇 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 と 和 邇 学 区 自

   治 連 合 会 長 と す る 。

  三 、 支 部 長 は 自 治 会 長 と す る 。

  四 、 幹 事 は 和 邇 小 学 校 教 頭 及 び 地 域 住 民 か ら 一 名

   選 出 す る 。

  五 、 委 員 は Ｐ Ｔ Ａ 地 区 委 員 と す る 。

  六 、 会 計 監 査 は 役 員 会 で 推 薦 す る 。

和 邇 小 学 校 後 援 会 ・ 同 窓 会 規 約
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第 十 一 条  会 長 は 本 会 を 代 表 し 会 務 を 総 理 す る 。
  副 会 長 は 会 長 を 補 佐 し 、 会 長 が 事 故 あ る と き は こ れ

を 代 理 す る 。

  幹 事 は 会 長 の 指 導 に よ り 庶 務 会 計 に あ た る 。
  支 部 長 は 支 部 を 統 轄 す る 。

  委 員 は 支 部 長 を 補 佐 し 、 支 部 長 が 事 故 あ る と き は こ

れ を 代 理 す る 。

  会 計 監 査 は 会 計 を 監 査 す る 。

第 十 二 条  総 会 は 毎 年 一 回 こ れ を 開 く 。 但 し 必 要 あ る 場 合 は 臨

時 に こ れ を 開 く こ と が で き る 。

  総 会 は 会 計 、 会 務 の 報 告 、 役 員 の 承 認 、 規 約 の 改 正 、

講 演 会 、 そ の 他 本 会 の 目 的 達 成 に 必 要 と 認 め る 事 項

を 行 う 。

  役 員 会 は 必 要 に 応 じ て 会 長 が こ れ を 召 集 す る 。 但 し

総 会 は 役 員 会 を も っ て か え る こ と が で き る 。

第 十 三 条  本 会 の 経 費 は 入 会 金 、 会 費 、 寄 付 金 を も っ て あ て る 。

第 十 四 条  会 費 は 年 五 百 円 と し 、 新 入 会 員 は 入 会 金 と し て 別 に

三 百 円 を 納 付 す る 。

  本 会 の 目 的 に 賛 同 し た 者 に は 特 別 会 費 を 徴 収 す る こ

と が で き る 。

第 十 五 条  本 会 の 会 計 年 度 は 四 月 一 日 に 始 ま り 翌 年 三 月 三 十 一

日 に 終 わ る 。

第 十 六 条  本 規 約 は 昭 和 四 十 六 年 六 月 一 日 か ら 実 施 す る 。

   規 約 一 部 改 正 は 昭 和 五 十 年 二 月 六 日

   規 約 一 部 改 正 は 昭 和 六 十 一 年 六 月 四 日

   規 約 一 部 改 正 は 平 成 六 年 六 月 十 一 日

   規 約 一 部 改 正 は 平 成 十 三 年 六 月 二 十 五 日

   規 約 一 部 改 正 は 平 成 十 七 年 七 月 八 日

   規 約 一 部 改 正 は 平 成 二 十 八 年 五 月 二 十 七 日

   規 約 一 部 改 正 は 令 和 六 年 五 月 二 十 三 日
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和邇小自慢和邇小自慢

　たくさんある和邇小学校の良いところから、2つ
紹介します。1つ目は「わにっこが大切にしたい3つ
のこと」の中にもある「笑顔であいさつ」です。朝、
学校に登校して友達や先生にしっかり笑顔で挨拶を
している人がたくさんいます。挨拶をすると自然と
心が気持ちよくなります。2つ目は全校みんなが優し
いところです。困っている人を見つけたら声をかけ、
助けてあげる人が多くいます。みんなが優しいので
友達もたくさんいて毎日楽しく生活できます。なの
でみんなと仲がいい人がたくさんいます。これから
も和邇小学校か挨拶のできる優しい学校であってほ
しいと思います。
　　　　　　児童会会長   ６年　田中  こひろ　

　和邇小学校の良いところは、２つあります。１つ
目は、みんなが「思いやり」を持っていることです。
こまっている人がいたら助け合い学校生活を楽しん
でいます。２つ目は、地域の人とふれ合うことがで
きることです。例えば、年に２回、地域の人と一緒
に花植え体験などがあります。地域の人に、花がキ
レイに咲くポイントなどを教えてもらいながら花を
植えました。
　このように、和邇小学校は、良いところがたくさ
んあります。
　　　　　児童会副会長　６年　石川　彩矢

　和邇小学校の自慢は、先生や、児童がとても優し
い所です。みんな個性が違う優しさなどがあります。
また、わにっ子全員が仲の良い所も自慢です。和邇
小学校では、「わにっ子集会」という会があります。そ
こでは、音楽会や１年生を迎える会、６年生を送る
会があります。音楽会では、各学年が演奏や歌を発
表します。１年生を迎える会では、各委員会がイベン
トを提案し、１年生だけでなく学校全体が楽しめ、み
んなが仲良しになれます。６年生を送る会では、６年
生が楽しめるように、各学年が出し物をします。
このように和邇小ではみんなが仲良くなり楽しめる
イベントをいろいろ用意しています。
　　　　児童会副会長　　５年　杉井　和美

学校の沿革学校の沿革

わにっこり

＊後援会・同窓会費で、１年生に黄色の　
　通学帽子を、6年生に証書ホルダー、
　胸花、卒業写真をプレゼントしました。

＊子どもたちの作文を紹介します。
明治 6. 8. 6 令徳学校（南浜）

6.10. 1 王仁学校（小野・高城・中村）
成章学校（北浜・中浜）

7. 1. 8 以文学校（栗原）
19.11. 1 簡易科栗原小学校

簡易科和邇小学校
20.11. 2 簡易科廃止  尋常科和邇小学校
25. 5. 1 和邇村立栗原尋常小学校（３年）

和邇村立和邇尋常小学校（４年）
27. 4. 1 和邇尋常高等小学校（高等科）
37. 2.16 新校舎完成（現在地）創立記念日
41. 3.31 栗原尋常小学校（分教場）

昭和 16. 4. 1 分教場と和邇尋常高等小学校が統合
「和邇国民学校」

19.11.12 校舎完成目前全焼
20.12.25 新校舎完成
22. 4.21 「和邇小学校」（村立和邇中学校併設。

Ｓ27.4.7に分離）
28.10.10 創立80周年記念式典挙行
30.10. 1 「志賀町立和邇小学校」
31. 6.14 完全給食実施
40. 5.22 新校舎完成（現在の北校舎）
41.12.12 体育館落成
48. 2.26 創立100周年記念式典実施
53.11. 4 教室増改築工事完了
55. 3.31 児童数増により小野小学校と分離
55. 7.31 プール竣工
57. 3.27 増改築工事完了
58. 9.22 学校安全準優良校受賞
60. 8.31 北校舎改修工事
60. 9.28 交通安全功労賞受賞
60.11.12 県学校安全研究指定校
63. 2.16 文部省指定道徳教育１年目
63. 7. 1 内閣総理大臣表彰受賞（安全教育）

平成 8. 2.29 体育館竣工・中庭整備
15.12.22 創立130周年記念事業実施
18. 3.20 合併「大津市立和邇小学校」
21.10.20 校舎耐震工事終了
  24.11 校舎大規模改修工事
  26. 9 校舎大規模改修　完了
  27. 9 普通教室・特別教室空調設備完備

令和 5. 11.10 創立１５０周年記念事業実施

ありがとう
ございました！


